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- 世紀中期以降現代に至る画像表現技術に関する研究一
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1. まえがき

一腐蝕できる凹版一

エッチング、 etchingという英語は、エッ ツ£ン、

ezenつまり腐蝕するというオランダ語から来てい

る。金属版彫刻や薬剤jの腐蝕等の凹版で刷りもの

をつくるやり方は、ヨーロッパの15世紀-16世紀

にかけてほぼ同時期に現れた。腐蝕法は、ビュラ

ン彫板における工匠的習練が尊重されたため、ビュ

ラン製版の下絵をつけるプロセスとして位置づけ

られていた。したがって文化的に進んだ園ほど彫

刻銅板は盛んに行われた。 17世紀の新興国オラン

ダで自由な腐蝕法により、多くのすぐれた作家、

作品を世界に排出したのは意味深いことである。

そして、 18世紀は版画の技術にたくさんの分軌が

生まれた。アクアチントと呼ばれる、面の調子の

表現も試みられたのである。

1879年カール・クリ ッチにより表現されたフォ

トグラビュール技法を、今回はとりあげてみた。

散粉式グラビア製版法は、表 1のカーポンプリン

ト(1864年-1930年)とも合致する。 1891年には

オートタイプ社(英)よりグラビア製版用カーポ

ンチッシュが紹介されて、以後カーポンチッシュ

を使用したグラビア製版法が行われる様になり、
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徳島大学 石井健治

現在に至っている。

この研究では、年代をさかのぼって、当時とほ

ぼ同ーの条件で技法の復元実験を行ってみた。

2.実験

2 -1 実験の概要

今回のフォトグラビュール技法は版画表現と写

真表現の境界領域でつながった大変ユニークな表

現技法といえる。鋼板の写真製版であるフォトグ

ラビュール技法とカーポンプリント法の 18世紀中

中期における接点が、この研究の主眼である。(表

1) さて、 1822年フランスのTosepl時 Nice'phore，

Nie'pceが感光物質を塗布した鋼板を用いるへリオ

グラフィ一法で最初の写真をつくることに成功し

て以来、写真技術の進歩には目をみはるものがあ

り、現在もますます高感度、高解像力の感光材料

が開発されつつある。しかし、初期の表現方法に

はより多くの個人(作者)のはいりこめる余地が

あり、多岐にわたるものであった。

現在においても、表現のうえで最も大切である

オリジナリティーを出すためには、版画表現の中

で古典的印画法の応用は、むしろ最適であるよう

にも思われる。

この研究ではまず市販のカーポンチ Jシュによ
る方法と、カーポンチッシュの自製による方法と

に分けて、画像再現実験を試みた。カーポンチッ

シュを用いる印画法の歴史は、 重クロム酸塩の感

光性が1839年Mungo Ponton Iこよって発明され、

1855年Alphonse Poitevinが重クロム酸ゼラチン液

に顔料を混合して紙に塗布したものを使い、硬化

ゼラチン画像を作ったことに始まった。カーポン

チッシュの製法は、 1864年J.W.Swanによって特許

がとられた。現在においてもカーポンチッシュは

グラビア製版における耐蝕レジストとして使用さ

れている。

研究のメインであるカーポンチッシュについて

前述したが、以下に全体の技法の流れについてま

とめてみたい。フルサイズの白黒(コンティニュ

アス・トーン)ポジティプフィルムの原板は、白黒

のネガフィルムをコンタクトフィルム、ファイン

グレイン ・ポジティプフィルム、又はグラビアポ



ジティプフィルム等に引き伸ばして作られる。ポ

ジティプの色調は、太陽(薄曇り日)、 uvライ
ト(紫外線)、水銀灯等で露光し、コンタクトプ

リントすることにより、感光性のグラビア色素チッ

シュ、に移される。感光されたチッシュは、 50%

アクアチント薬剤を塗布した銅板に移される。こ

のサンドイツチ(チッシュ、腐蝕鋼板用薬剤と銅)

は熱湯で現像される。結果は薄いゼラチン層でお

おわれた銅板である。乾燥したゼラチン顔料の膜

は、耐酸性塗料の役をする。銅板と耐酸性塗料の

膜は、塩化第2鉄で腐蝕される。塩化第 2鉄は、

種々のゼラチン層を通過し、銅を腐蝕してゼラチ

ン層の厚みに反比例したくぼみを作る。銅板はき

れいにされ、磨かれ、凹版エッチングとしてプリ

ントされる。(写真 1)また、印刷用コンタクト

スクリーンを使用した画像(写真2)、及びカー

ポンチッシュの自製による画像(写真 3)が得ら

れた。更に技法を少しアレンジして作品(トルソ

)として(写真5)が得られた。

2-2 フォトグラビール技法材料の研究

2-2-1 原板作成

フォテグラビュールはポジティプ原板を密着焼

付によってつくるので、多きな画像を制作するに

は35mmもしくは4X5インチサイズのネガフィルム

からコンタクトフィルムに任意の大きさにひきの

ばしてポジティプを作る。これから更に密着する

ことによってネガティプをつくることもできる。

2-2-2 用具について

フォトグラビュール技法の主な材料用具は次の

通りである。

主な材料:銅板(写真製版用の銅板を使用した

方は純度が良く、腐蝕時のムラも少

ない。)、重クロム酸カリウム、ア

スフアルト粉末、ゼラチン、顔料、

重亜硫酸ソーダ(重クロム酸カリウ

ムの還元剤)、コンタクトフィルム、

コンタクトスクリーン、パライタ紙

水張り用テープ、カーポンチッシュ

(オートタイプ社製)

主な用具:筆、平刷毛、メートルグラス、焼枠、

パット、ボーメ比重計。

2 

焼枠は市販されていないから自製した。額縁型

の深い枠をっくり、厚硝子を入れ毛布を重ねて、

2枚の裏板を竹のバネでおさえるようにした。

13x18c皿サイズの小さな画面の場合は写真用

のコンタクトプリンタ一等で代用できる。

2-2-3 版の準備

Abrasion (鏡面研磨)

鋼板の周囲にヤスリをかけ、大きなキズはスク

レーパ一等でとり、パニッシャーでならしたあと

銅板をピカール、 wenol、ハガチー錆止銀磨液な

どの研磨海lを用い、布などでみがく 。(鏡面にな
るまで行う。)次に、先に用いた研磨剤の汚れ、

油分を除去しなければならない。シンナ一重炭酸

ナトリウム(重ソー)で充分に洗う。この工程は、

銅板を研磨することによって表面の凹凸を平滑化

し、光沢を改善し、カーポンチ ッシ ュの接着制を

良くするためである。

Degreasing (脱脂)

アルカリ性液に鋼板を浸漬して脱脂する。アル

カリは植物油脂に作用し、これで鹸化して水溶性

の石鹸をつくり、またこの石鹸は油脂の一部を乳

化して液中に分散させるので脱脂になる。しかし、

鉱物油はアルカリで鹸化されず、 アルカリ液に

添加しである界面活性剤でその一部が乳化分散す

る程度であるから、鉱物油の除去には溶剤を使

う方がよい。鹸化は油脂にアルカリが作用し、脂

肪酸アルカリとグリセリンができる反応のことで

ある。水酸化ナトリウムは般化作用が強く、炭酸

ナトリウムはそれほどでもないが液のPHの変動
を小さくするバッファ作用がある。けい酸塩は鹸

化作用の他に乳化作用がすぐれている。しかし、

けい酸塩を使用すると、脱脂後の水洗が不十分な

ときは次の中和工程(希硫酸中への浸漬)でけい

酸ゲルが生成し表面に残るので鋼板に密着不足ゃ

くもりを生ずる原因になる。りん酸塩は弱アルカ

リで鹸化、乳化する。分散作用は小さいが、鋼、

アルミニウムなどの脱脂に使うと、素地をおかさ

ない特長がある。また硬水を軟化する作用がある

ので、脱脂効果を向上させ、水洗効果もよくする。

りん酸塩にこのような硬水軟化作用があっても、

脱脂液を作る水は、硬水をさけて軟水を使うべき



である。界面活性剤は、脱脂液を油脂の中に浸透

させて脱脂効果を著しく高めるで使用した方がよ

い。しかし、発泡性の強いものやアルカリに弱い

ものは使用しないようにする。脂肪分は充分に取

り除いておく 。手短かに脱脂を行う場合は銅板を

ベン ゾールで拭い、更にアルコールで洗うか30%

の酢酸溶液につけてもよい。

アスフアルト撤粉

鋼板にアスフアルト粉末を撤粉する、ダンボー

ル等の空箱にアスフアルト粉末を入れ、箱を振 っ

てから 5分位経過して銅板を入れ15分位して取り

出す。

アスフアルト粉末の定着

裏面から極めて徐々に暖める。アスフアルトが

密着してくると、銅板の色も変わる。版面に50%

位アスフアルトがのっている法が良い。

2-2-4 カーボンチッシュのセンシタイズ

及び焼付、転写、現像、腐蝕

(ィ)裁断

(1)切口から断片が出ない様にきれいにきる。

(センシタイジング中ゼラチンの表面1;'付着する。)

(2)使用面積の他に余白を5-10c血位持たせる。

(縁は乾燥が速く低感度になる。)

(ロ)作業室の条件

(1)温度、湿度の調整

20oC:t 20Cの室温が適当である。室温が高くな

るとセンシタイジング中にゼラチンに顔料が溶け

出す。

60% :t5%の温度が適当である。70%以上にな

ると密着性が悪くなり、また50%以下になると、

カールがつよくチッシュが破れる場合がある。

ゼラチンの水分含有量は8-10%が良い。

(2)空気中の不純物

特にホルマリン、フェノール等の薬品及び写真

室の近くではゼラチンに有害な物品が多いので、

カーポンチッシュの取り扱いに注意する。

(3)安全光

黄色のセーフライトを使用する。(蛍光灯に黄

色のビニールテープを巻ぐと作業が楽になる。)

(4)未感光カーポンチッシュの保存

温度 :20oC:t 20C、湿度 :60oC:t5%

3-

製造後 l年後……感度up 約5%

2年後……感度up 約10%

水分の含有量は染付(センシタイジング)の重

クロム酸セリウム吸収に変化を与える。また、感

度やコントラストに影響する。

ト)染付(センシタイジング )、乾燥

ここでは、重クロム酸カリウムの含有量と含有

水の分量を一定にすることが重要である。

(1)重クロム酸カリウムの溶液の 3%-3.5 % 

(2)重クロム酸カリウム溶液の液温は130Cで5-

7分浸すとよい。

(3)重クロム酸カリウム溶液の量は少し多めにす

るとよい。

(4)乾燥条件

温度 :210C:t 1 oC、湿度 :60%:t2%

分速:100-150m (空気速度)

カーポンチッシュは、清潔に磨いた厚硝子の面

にはりつけ、中心から外に向かつて均一にスキー

ジをかける。黄色の安全光の下、もしくは暗室で

送風乾燥を行う。

(5)乾燥方法

重クロム酸カリウム(K2Cr207 )で染付された

カーポンチッシュのゼラチン顔料は、光にさらさ

れたり、長時間放置されると硬化するという性質

があるので、染付されたゼラチン顔料は、すばや

く焼付するか、低温度で保存しなければならない。

長期間保存する場合は -5 oC_ -10 oCの保冷庫

(オートフリーザー)が良い様である。

←)焼付

カーポンチッシュと透明陽画とを合わせて焼

付ける。

重クロム酸塩ゼラチンの硬化作用を利用する為

全面の照射量を均一にする。

(1)光源の選択…… 3相カーボンアーク灯、太陽

(うす曇り日)、ブラックライト、水銀灯、ケミ

カルランプ(青色蛍光灯)、キャノンランプ等。

(2)焼枠と光源迄の距離を一定にする。

(3)焼枠内の温度に注意する。熱を帯びた場合、

扇風機を利用するとよい。

(4)密着不良に気をつける。

(5)ニュートンリングに気をつける。湿度が高い



と出やすい。

(ォ)転写

カーポンチッシュの上に 4-5枚の白紙を載せ

ガラス板など平らなものをのせ適度の重さを加え

10分間放置する。

(1)転写水の温度に注意することが必要である。

温度が高いと完全密着前にゼラ チン顔料が溶けだ

すためである。

(2)転写水の量は多目がよい。

(3)転写水の不純物、及び気泡に注意する。鉄塩、

鍋塩、水道水には蛇口にフィルターをかけ、良く

かんはんして気泡がたまらない様にする。

(4)転写圧(図 n) 13 x 18 cmの紙サイズの場合

は3kg重で10-15分、加重する。市販の鉛のイン

ゴットを使用すると扱いやすい。

焼付済のカーポンチッシュは冷水に10分以上つ

けておく。銅板とハーポンチッシュは水の中でくっ

つけてスクィーズするとよ L、。シルクスクリーン

用のスキージは少し硬めなので、写真用のラパー

スキージーの方が密着性が良い。 (写真 4) 

(へ)現像

(1) 40 oc前後のお湯に 1-2分位つけておくとカー
ポンチッシュの周りからゼラチン顔料が溶け出し

てくる。重ク ロム酸カリウム溶液は人体に悪いの

で、手等についた際は亜硫酸ナトリウム溶液につ

けて除去すればよい。

カーポンチッシュをめくる時は端の方から少し

づっカールするようにめくっていく。放置してお

くと自然、に端の方からめくれてくる。(図 1) 

②お湯をとりかえながら、10分位行うこと。

現像を丁寧に行うことが大切で、ベニヤ板等を

下敷きとし、銅板を下向きに温水パットに入れ、

放置する。湯は4-5回取り換える方がよい。現

像が終ったら、充分に水洗する。@300Cでは現像

不足である。 500C以上では、プリスター(蛙肌)

が発生する。

(ト)乾燥

ホルマリン 1%orクロム明ばん液で硬膜したあ

と、乾燥する。乾燥には、アルコール溶液に 5分

間つけ、後に送風乾燥を 10分間行うとよい。

なお、アルコールの処理時間はハイライト部(濃
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度0.3-0.9)の腐蝕に影響を与える為、最低でも

5分以上の処理時聞が必要である。

作)銅板の腐蝕

(1)銅板の腐蝕液を用意する。第1液41度(ボー

メ)、第 2液38度、第 3液 37度、第 4液 36度、

第5液35度とする。

(2)銅板の裏面と画面の周囲にグランドを塗布す

る。

(3)第1液に浸すとカーポンチッシュのうすい所

かいーら腐蝕が始まる。 1分位で黒に変色する。

5分程で第2液につける。同様にして第3、4液に

順次つける。第5液に 1分位つけ、ハイライト部

の腐蝕へと進む。

(4)速かに水洗し、食料用のしょうゆをかけ中和

する。次に版面へ沈降性炭酸カルシウムをふりか

け、脱脂綿でカーポンチッシュの層を除去する。

(5)炭酸ソ ーダ 5%溶液をかけ、版面を摩擦しな

から充分に洗う。

(6)再び沈降性炭酸カルシウムで磨き、その後よ

く水洗する。

(7)乾いた布で水分を試い、 4-5枚の紙の上にの

せ、ベンゾールにて、版面を洗い、グランドを取

り除く 。

(8)腐蝕剤は仕事が終わったら、ビンに入れ、な

るべく冷暗所にしまっておいた方がよい。

(9)腐蝕剤について

(1)-(8)の工程では、塩化第二鉄溶液を使用した。

硝酸と比較して、塩化第二鉄液は、線を非常にき

れいに垂直に深く腐蝕するためである。

Cu + 2FeCI3→ CuCI2 + 2FeCI2 
しかし、腐蝕液が古くなると、水に不溶の白色

の塩化第一銅が生成される。

2Ca + 2 FeCI3→ 2CuCI + 2FeCI2 
二-2-5 フォトグラビュールの刷り及び仕

上げ

(1)刷り

フォトグラビアの腐蝕は大変浅いので、銅較に

銀メッキ等を施すと凹凸が強調されて画像が引き

しまってくる。また、雁皮刷りを行った方が紙に

直接刷るよりも、画像のディテールまでにひろう

ことができることが考察された。



(2)印刷インキの印刷適正(Printability ) 

@粘度

印刷インキをかき混ぜるときにインキからうけ

る抵抗を粘度という。グラビアンインキの粘度は

低く、平版インキの粘度は高い。粘度はあまり

高すぎても低すぎても、版上への転移が悪くなる。

しかし、粘度が高いと紙上に転移したあと画線の

太りが小さいので、画像の再現性が良くなる。

@チキソトロビー

印刷インキは缶から取り出したときはかなりか

たいが、よく練っていると柔らかくなり、流動性

が出てくる。しかしインキを放置しておくと、も

とのように固くなる。このように、力を加えると

軟らかくはり、放置すると固くなる性質をチキソ

トロビーという。印刷インキはチキソロトピック

な性質をもっている。インキが紙上に転移したあ

と力が加わらないため、インキ膜はかたくなって、

画線の太りが小さく裏移りが少ない。逆にチキソ

トロビーをもっているので、ローラーでインキを

練らないと流動的にfよらない。

(3)仕上げ

刷った作品はベニヤ版の上に作品と同サイズの

ロウ紙を載せ、その上に作品の画面を下に向け囲

りを水張り用のテープでとめ、 2~ 3日するとピー

ンとはった作品に出来上がる。

2-2-6 カーポンチッシュの自製法

(ィ)カーポンチッシュの製作概要

カーポンチッシュは、ゼラチン顔料の混合物

に石鹸、砂糖などを.添加して耐水性のある紙に塗

布したもので、現在、グラビア製版用とシルクス

クリーン用のチッシュが市販されており、外観的

には赤い印画紙のように見える。カーポンチッシュ

を自製するための処方は、ふるく E.J. Wall， W， 

Abney， Dr. Ederらによって発表されている。
カーポンチッシュの自製は、任意の色調による

ピグメントゼラチン画像作成という利点と同様に

サイズも自由にコントロール出来る。又、支技体

の紙質によってもニュアンスの異った物となる。

ピグメントの色調によって、センシタイズ時の

感度は大幅に異なる。特にブルー系は感度がよい。

銅板に密着後の画像は茶系統の色調の方が他の
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色調よりも、画像がみやすく、エッジもシャープ

になる様に思える。オペラ、グリーン等もあっか

いやすい色調があり、センシタイズ後の感度もよい。

ゼラチンの濃度は 7%未満では転写圧着後の温

浴処理中に膜が剥れ易く、 20%以上のゼラチン溶

液ででは粘度が高過ぎて、塗布が難しくなる。

グリセリンの代用に砂糖および石鹸等も使用で

きるのが、前者は膜面の柔軟性に欠け、後者は温

浴中に画像部まで溶け出し、転写が不完全になる

事もあるので注意を要する。

(ロ)ゼラチンの性質について

(1)膨潤 等電点 ( PH5.7 ~ 7.0 )で最小の膨

潤度を示す。図 3。溶解温度 32"c 

(2)初期の急速膨潤期、次に比較的緩和期、最後

の最大膨潤に達する迄の極めて緩和な 3期より

成っている。(実際の膨潤速度はゼラチンの体

積や最初の水分含有量、温度等で変化する。)

(ハ)カーポンチッシュの組成

Sol. A: Water 400mI 

giIatin 50g 

B: Water 100mI 

Pigment 10g 

gIycerin 10mI 

Sol. AとBを塗布する直前に混合する。

支持体の紙にはノfライタ紙、薄手のケント紙等

を使用し、平らにして塗布する。(図4)。

カーポンチッシュ乳剤の厚さを40μ(ミクロン)

にする。(オートタイプ社のピグメントペーパー

の厚さ)

塗布するゼラチン顔料の量は 6ml/l00 cnfとし、

写真用の大キャビネサイズで 234cnfなので約 15

mI塗布する。

塗布後、 1日位待つと良い様なので夕方ゼラチ

ン顔料を塗布し、次の朝使用する様にすると良い。

乾燥は送風乾燥で 24時間位である。

こうして出来上ったカーポンチッシュ紙は 3ヶ

月位保存できるが、密封しておくと 3年位は保存

できる。

2-3 実験結果

①従来のフォトグラビュ ール技法で、は大変熟練

を要した、アスフアルト粉末による網点効果の代



用処方として、印刷用コンタクトスクリーン、ま

たは自製のコンタクトスクリーン(2 mmの透明ガ

ラスに金剛砂等で傷をつけて作る)を使用する事

で充分な画像効果が得られた。但し網目が大きく

なる場合等においては、画像のシャド一部だけで

はマスキングをして、後からルーレットで加筆し

た方が、より引きしまった画像効果が得られた。

②自製のカーポンチッシュを使用した画像と市

販のカーポンチッシュを使用した画像を比較する

と自製の画像はエッジが少し量る様であるが、逆

にピンホールカメラによる写真画像のように、よ

り古典的に感じられた。

③センシタイズしたカーポンチッシュは常温で

保管した場合、時間硬化(時間経過とともに湯に

不漆性となる)や感度変化を来すので、やはり、

手早く焼付、現像を行った方がよいようである。

④応用表現として印刷用コンタクトスクリーン

を使用する事により、制作プロセスを簡略化した。

3.論議

カーボンチッシュの自製において、色々な絵具

を試した結果、黒色系(暗色)を除くすべての顔

料が、カーポンチッシュの色素として使用できる

様である。要するにゼラチン溶液と重クロム酸カ

リウムとの混合溶液中に、上記の粒子が浮遊して

いる状態であればよいわけである。

一度焼き付けられた画像を取り去るには抱水と

トラジン(ゴム文はコルク等の腐蝕剤)で感光膜

を軟化させると銅板を傷つけずに画像を除去する

事が出来る。

重クロム酸感光材料の特性は、ウエットにある

時の状態では感光性がなく、完全に乾燥して初め

て感光性が生じるという性質がある為、普通の状

態(蛍光燈をつけた状態)での感光材料の塗布が

可能である。それゆえ、センシタイズ作業がカー

ポンチッシュの乾燥作業が非常にやりやすく思え

た。光源が太陽やケミカルランプであることと、

引伸作業ではなく密着焼きであるため、銅板サイ

ズの許すかぎり大変大きな作品製作も可能である

ように思われる。

4.結論
今回とりあげたフォ トグラビュール技法は、表

現内容にクリエイティプな現代性を加味していけ
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ば、画像表現としても充分に現代に適用する技法

であると確信できた。フォ トグラビュール技法の

特徴は以下の通りである。

1.カーボンチッシュの自製等により、チッシュ

の色調、焼付感度を自分で自由にコントロールで

きること。

2 .写真製版プロセスにおいて、湯現像という

極めて、オーソドックスな処方のため、版画教育

においても、低学年の学生でも素材を扱えること。

3.支持体(紙質)を自由に選ぶことができる。

4.カーボンチッシュの自製によりイメ ージサ
イズも自由に変化させられること。

5.焼付の光源が太陽(薄曇り日)ケミカル蛍

光灯等、現代使用されている写真感材に比べ低感

度である為、作業が比較的楽であること。

以上の理由により、今後はより自由な版画表現

技法として可能性が増すように思われる。
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写真l アスフアルト粉末塗布によるフォトグラビュール 写真3 手製カーポンチッシュによるフォトグラビュール

写真2 コンタクトスクリーンを代用したフォトグラビュール
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写真4 パラ板紙にカーポンチッシュを転写 写真5 写真4の原稿を使用したフ ォトグラビュール

焼付済 ゴムシ一ト

カト一ボわンチ列ツシhユ -チ《;……ケケ…H川………//川……//山……〆H山……ノH川…//川〆H… 〆Hん……〆υケ一一//川…//川/.'〆 Hη竹けイ竺代ケ/竺ヤCL，付
一

厚硝子

図2.カーボンチッシュによる圧着

ン::Øf!. ~"・ ; ;:ι問.:.Y: :n : ;j;:j:;〆:
一厚硝子

図4.カーボンチッシュ用ゼラチン顔料の塗布
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図1.カーボンチッシュによる焼付 図3.水および水溶液におけるゼラチンの典型的膨潤曲線
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メゾチン卜原版制作台の整備

1.当校の版画講座の概要

当校の版画講座は、美術工芸科2年生を対象と

し、週1回、通年2単位の授業です。銅板画でメ

ゾチント 1作品、エッチングとアクワチン卜等1

作品、及びリトグラフ 1作品、通年3作品の制作

を目標としています。その中でも特にメゾチント

の制作に力を入れ、与えられた時間の半分以上を

メゾチントに使っています。

低予算のため、メゾチント原版制作の為のベル

ソ一等の工具はありません。カッターナイフを使

い、ドライポイント万を使ったメゾチント原版制

作と同要領で、メゾチン卜原版を作ります。

これは、先任の清水敦先生より引き継いだ方法

で、まず銅板に 5司令間隔にカ ッターナイ フで線を

号|き、その中に13-15本カッターナイフで線を引

きます。これを、縦、横、450 を2方向、合計4

方向行い、版面を埋めていきます。定規とカッター

ナイフだけを使ったこの方法でも、早い学生は、

3回の授業 (3週間)で 4方向を引き終わりまし

たが、手を切る学生が多く、心配が絶えません。

2. 今回のメゾチン ト原版制作台の制作

なんとか、けがを防ぐ方法は無いかと考え、

「右手に持ったカッターナイフで、右手を切るこ

とはまず無い。手を切るのは、定規を手で押える

基本股計図

B材
F材

ナット

エポキシ，ぜテ

エポ..ν"テ

プラ橿に衝いた'5"1:の目安8・
Dプ.1匝

E.-('=''''II 

G材

390聞

北海道女子短大美術工芸科版画担当 金沢一彦

からだ。」と、あたりまえの事に気付きました。

そして定規を固定すれば良いのではないかと考え、

実験してみました。

まず、定規を浮かせて固定し、次に定規の下を

スライドする板に銅板を両面テープで固定します。

そして手で動かしながらカ ッターナイフで銅板を

切ってみると、調子が良いようです。これはいけ

そうだ、と試作にとりかかりました。

銅板の大きさで、台の大きさも決まります。

第1図のaとbが基準となり、定規や使える材料

の違いによって、 全体の大きさが決まります。多

少余裕を見て、ベニヤ板からの材料取りの経済性、

プラ板の大きさ等から寸法を決定しました。第1

図のcの寸法5111Anは、鋼板に 5引間隔の線を引く

ためです。 (ただし後で、ネジで動かす方法をとっ

てからは、無意味になりましたが、 5日あれば切

るのには充分なので、そのままにしてあります。)

一応外寸が決まり、手動式の台が出来た所でネ

ジの回転で0.3-0.25切ずつ動かすことが可能だ

と考え、試作2号機を作りました。第2図がそれ

で、中央を押してゆく方式です。ナットをAに固

定、ネジはBを押して進んで行きます。 これは、

長いネジが台の外側へ突出するのが欠点です。

そこで第3号機を作りました。第3図が、今回

定蝿 F材

ペニユヤ

ワヲシ .

B材

280x 

プラ甑

モーう
ニ倦に艦大して綬図してある

-10一



U
F
昨

S
Aド
ム
可

儒複

阻害

X
M
g
s

定規

へc-s弘
第l図

の大体の最終決定案です。ナットはBに固定され、

長ネジは、 AとCの内側のストッパーにより、回

るだけで移動しません。ナットの付いたBとプラ

板Dが進んで行きます。ネジのピッチは 1切です

のでy.i回転で0.25明ず、つ進んで行きます。 2台ず

つ向かい合わせて、置いておけるように、 A、B、

C材を台の幅の半分の長さにしました。

1クラ ス50人ですので、 50個を目標に生産に

かかりました。土台は2.7怖のベニヤ板。 ABCは

適当な角材。Dは模型用プラ板。 FGは3mlm x 10 
Mのアガチス材。長ネジは直径6判長さ91011)告の
物が2台分になります。

まず、 EIこFを接着します。次lこDを置いてみ

て、軽く動くように注意しながら、 Gを接着しま

す。次に定規を接着します。(これで手動用とし

ては出来上がりです。)ABC材を取付け、穴を

あけます。ABC材は取り付高さが違うので、注

意を要します。一応、計算して位置を決めドリル

で穴をあけましたが、結局はずれてしまい、後で

調整が必要でした。調整は丸ヤスリで行い、穴に

長ネジを通して、 B及びDが最初か ら最後まで抵

抗なく動くように穴を拡げました。ストッパーは

2通りあります。 1つは、ワ ッシャ ーを長ネジに

通して、エポキシパテで固めた物です。これは後

からの調整が、少し難しくなります。

もう 1つは、ラジオ等のダイヤルに穴をあけて長

ネジに通し、ネジ止めする物です。これは調整は

簡単ですが、ネジがゆるんではずれやすい欠点が

あります。ナットは長ネジに回しながらはめて、

B材へ木ネジとエポキシパテで固定します。長ネ

B 

/〆定規

第2図

第4図左きき用の概念図

ジの左端にツマミをネジ止めします。 A材の内側

には垂直線を書いておき、 A材の内側に付くスト ッ

ノfーに 90度ずつの線を書きy.i回転の目盛りとし

ます。これで完成です。後はネジを回して、スムー

ズに動くか確認します。また、途中で気が付いて、

左きき用も作りました。(第4図)

3.使用実績

作り上げた台を教室に置いていたのですが、暖

房器の近くだったせいか、形がくるったらしく、

動かなくなってしまいました。そこでG材を切り

唱

E
A
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離し、 0.5-1同程度、隙聞をあけて付け直し、

動くようにはなったのですが、ガタの大きい台も

できてしまいました。

実際に使ってみると、仕事に極端な遅速の差が

無くなり、早くて3回 (3週間)標準4回で目立

てが出来上がるようになりました。仕上がりには

少し差があり、コンスタントに0.25引間隔の線

が引けない学生もいました。これは台にガタが生

じた為もありますが、ストッパーの位置によって

は、 Dの台がネジを固さなくても、少し左右に動

く為と、左上の一点でDを押しているので、 Dが

右下に押されてG材に食いこみ、動きが悪くなる

こともある為だと思われます。使い終った後、引

き戻すのに時間が掛かるのも欠点だと学生に指摘

されました。手を切った学生もいました。これは

習慣的に定規を押えながら、切っていたためだと

思われます。台をガムテープ等で固定すれば、左

手はダイヤルから離す必要は無いということで解

決しました。

手作り品なので、各台にパラつきがあり、また

接着材の剥がれ等もあって、調子の良い台と悪い

台があり、学生は調子の良い台を捜すのに熱中し

ているようすです。調子の悪い台に当った学生は

苦労しているようですが、各自工夫して使ってい

ます。左きき用の台も、左ききの人は喜んで使って

移動するG材

G材を田監可鎗とした台

第5図白書考

島=よ@ ぷ十
…

第5図

メゾチント台

くれました。使い方に少しコツはいりますが、こ

の台を使用した方が、断然仕事にムラが無く、仕

上がりも、きれいです。低予算でという問題も 1

台千円程度ですみました。この台があれば、小中

学校あたりでもメゾチントが可能だと思います。

ちなみに、当校で使用しているメゾチント用の工

具も、すべて専用の工具ではなく 、手造の物、ス

クレーパーは三角ヤスリより削り出した物、パニッ

シャーは丸ヤスリを磨いた物です。

4.その後の改良

G材の付き方が大問題となったので、ここを調

整可能とした物を1台作ってみました。(第5図ず)

又G材は定規を支える部分以外、取り去って、代

りに回転するローラーを1個取付けた台も作りま

した。(第6図)こちらの方が調子が良いような

ので、今後は順次この方式になおして行こうと，思っ

ています。引き戻すのに時間がかかるのを解消す

るには、ナットのロックをはずせるようにすれば

良いと思ったのですが、実際には、さらにガタを

増す可能性の方が大きいような気がします。例え

ば、ナットを2つに切断して、別のネジでしめた

りはずしたりできる構造も考えてみましたが、個

人的手作業では量産は難しいように思えて、実際

には手を付けていません。今後の課題にしたいと

思います。

エポキシバテで止める
定規

/ヌフ

土台のベニヤ板

第6図
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第7図

録番

使用中の風景
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二つの部分を結合
するネジ

二分割したナット

メゾチント台の格納状態 ここに30台あります



.刷り用具の研究

①ディスクパレンの制作について

「新しいパレンを共同開発してみないかつ」

昭和55年春、大学院での研究テーマを絞り切

れずにいた私に、主任教授の黒埼彰先生が助言さ

れたのが、パレンとの本当の意味での出会いだった。

木版画について研究してみたいと考えている割

には、「パレンとは竹皮で包まれたもので、竹の

皮の筋で力まかせに刷ってるんだろう」といった

一般的な誤った認識しかしていない身にとって、

その時の2時間余りの話は実に驚くべきことばか

りだった。 ……日本の伝統的木版技術の中で本パ

レンの果した役割、精妙な制作方法、多様な種類、

刷りの技術、摺師とはーといった優秀性、その反

面、制作者の減少、価格、メンテナンス技術、素

材の入手難といったデメリット。また広く 一般的

なに使用されている教材用パレンの特徴、その長

所と短所、パレンの需要、現代木版技術の現状と

今後について、道具としての新しいスタイルのパ

レンの必要性等々…・・・。

日頃から教授が考えられていたパレンの現状と

これからの必要性について伺い、その中で新しく

考案されるべきパレンの特質と方向性も明らかに

なった。それを大きく二点に絞ると次のようになる。

① 素材の変換と構造の簡略化

(素材〉 入手しやすく、綴水性に優れ、加工の

容易なプラスチック材料を使用し、安価で量産

可能なこと。

(構造) 把手を有する本体と、着脱交換可能な

刷部より形成される。刷部は凹凸のコプが露呈

しており、それによって強い刷圧を生み出す。

なお竹皮は不要で難しい竹皮包みのメンテナン

ス作業より開放される。多様な凹凸形状の刷部

を交換することにより、 一面のパレンで様々な

削りに対応できること。

② 高い刷効果、機能

。 強い刷圧と絵具の転写性に優れる。

力が分散しない確実な操作性を持つ。

。 各種絵具 ・用紙、様々な状況、刷効果に対

応できる。

。 新しい道具として、今後刷効果を発展させ

る可能性を有する。

以上の点を目標とし、制作が始まった。共同開発
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京都市立銅駐美術工芸高等学校 旭淳司

は、指針 ・コンセプト ・完成度チェック等を教授

が、実物制作 ・一般的な使用に際しての実験等に

ついては私が担当した。

まず①の点での問題は、刷部の細かい凹凸の制

作方法だった。道具として良好なものを追求して

ゆくには、 当然級密で公正な実験データーが要求

される。そのためには極力完成品に近い素材、形

状の実物を制作しなければならない。凹凸の形状、

大きさ、配列、密度はどの程度必要なのか…?

それ以来、概成の凹凸の持った材料を捜す、触る、

刷ることにかなりの時間と労力が費されることに

なる。結局としてこの試行で、満足のゆく刷効果

は得られなかったものの、「きわめて細かい凹凸

を密集して不規則に配列すること」という刷部を

制作する上での指針が与えられた。それを目標と

してまず、「ボールチェ ーンJ(直径 2-4 m皿・
風自栓等に使用されるもの)をうず巻状に配列し、

型を作り、次に素材の選択、実物制作へと移って

し、っfこ。

竹皮に匹敵すべき潤滑性の優れた材料-FRp.

PE (ポリエチレン)・PP(ポリプロピレン)・ア

クリル等様々なプラスチック材を用い、制作、試

験を行ったものの、パレンとして納得できるもの

には至らなかった。(断面図A参照)つまり刷圧

は強烈ではあるものの、刷りムラ ・パレンすじが

著しく、滑りも悪いーといった状態を示した。凹

凸形状は直径2mmが最適である、とした形状の結

論は予想されたが、刷効果を高めるために径をこ

れ以下にすることは制作上不可能であり、刷圧は

弱くなり、滑りも悪くなると推測される。反対に

径を大きくすれば、刷りムラ等が悪くなる、また

これ以上潤滑性の良い材料は見出せそうもなし、。

刷部の断面図

終多修後後多弱
B 



一どうしようもない状態の時に、試みに制作した

ものがPVC(ポリ塩化ビニール)の薄板を用い

た「中空構造J(断面図B参照)だった。結果的
にはこの構造 ・素材が最終的なものとなるが、こ

れによりクッション性が増加したことで、強い刷

圧は残したまま刷りムラ等を減少させ、かっ滑り

も良くなることが可能となる。

次は②の点で操作性の向上を主眼として詰めて

いった。これに関しては制作当初より「中高の効

果※」の応用を指摘されていたが、素材 ・構造面

の決定により容易に解決されることとなる。つま

り本体と刷部との聞に径6cm程度のスチレン板を

挟むことで、 一定度の操作性の向上が実現可能と

なった。この段階までの実物をもとに、種々の状

況、絵具、刷技法等を設定し、各種パレンとの比

較実験が繰り返された。そのデーターを土台とし

て、昭和58年「改良パレンの提案」の論文が完

成する。「刷る」という道具・行為の面白さに魅

せられ、かっ惑わされた3年間だったように思われた。

その後、 黒埼教授の尽力と、遊学社の前田勝郎

氏の協力により、技術改良と製品化がなされ、平

成元年春「ディスクパレン」と名付けられたパレ

ンが(樹新日本造形を通じて販売されたのである。

充分に検討して製品化されたものの、その後実

験や作品制作に使用したり、また使われた方々の

感想、をまとめてみると、まだまだ検討・改良され

るべき点が多々見られる。例えば、

。 本体部素材・柔軟性・厚さの検討。

。 刷部の耐磨耗性の向上、新素材の追究。

刷部凹凸形状のバリエーションの展開。

。 新しい刷効果、刷技法の模索と提案。

以上の点があげられる。けれども手で「刷る」

行為が、竹皮を用いたパレン以外でも充足するこ

とが可能だと判明でき、かっ製品化できたことに

満足している。本パレンが木版技術の発展と共に

長い時聞をかけ、多くの人々の鋭意工夫によって

洗練化されてきたように、このディスクパレンも

これからの木版印刷の技術、及び普及のために、

なんらかの貢献をしながら発展してゆくことがで

きれば幸いであろう。

※ 〈中高の効果〉について

中高とは、本パレンにおいて「当皮J(パレン
の黒い円盤部分)が微妙に凸出している構造を指

す。(図参照)これによって与えられた力は、

パレンの中心部に集中し、刷圧、絵具の着き、道

具の滑りを高め、圧力の分散が防止される。

この機能により、手の運動する個所のみが正確

に刷りあげられる手刷具の確実な操作性が充足さ

れる。

中高の効果

， 回園、

本パレンの当皮断面図

くL:ーミ¥「本体部
←ー一---ーー スチレン板

』ー届i部

刷部凹凸の配列状態

zu 
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ディスク ディスクノマレン

本体 凹凸の刷部

PVC板

スチレン板

刷部凹凸配列状態 (原寸)
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テ'ィスパレンの構造

本体部

PVC板

スチレレ ン板

ディスク(刷部〉



②ボールバレン(ユキパレン)

ボールパレンの特性を一口で言うなら、方向性

のないプレスということになろうか?

伝統的な本パレンは竹の皮に包まれているので

紙に当てて前後方向に動かすのは好ましくない。

竹の皮の目に沿って、つまり左右方向に動かさな

いと摩擦が強くて紙をいためてしまう。

上から押しつつ左右へ動かそうとすることは、

半ば矛盾した行動である。(図1)上から押える力

が強い分だけ、左右に動かす作業は困難になり、

かと言って軽い力で擦るのでは充分な刷り効果が

得られない。その辺の微妙な手加減と力の配分の

仕方は一朝一夕で覚えられるものではなく 、だか

らこそ刷師という専門職が成立するのである。

一方、プレスの方は、ネジをつかって圧力をか

け、ハンドル、つまりテコの原理でローラーを回

転させるのであるから強い圧力の印刷を得るのに

体力も技術も必要としない。ネジの締め加減とハ

ンドルを均一な速度で回転させることを覚えれば

事足りる。(図2) 

ところが、プレスというものはその性質上一方

方向にしか動かないから、図のように刷りたい図

柄が版の中央部に位置していると、たとえ小さな

形であっても、とにかく紙全体を一旦ロ ーラーに

通過させなければならない。牛万をもって小魚を

裂くようなもので、いかにも聞の抜けた作業とな

る。それはそれでも良いのだが、もっと困ること

がある。押す必要のない部分にも一様に圧力がか

かるから、絵具のついていない版の凸面部が空押

しの形になって紙に現れてくる。つまり、部分的

に紙の密度が変わってしまうのである。密度の違

いは絵の具の付き方を変えるから、その上から刷る

とたいてい望ましくないムラが生ずる。(図3) 

その理由は、圧縮された部分には絵具がめみ込

みにくいということで、一方圧縮されていない部

分は絵具を良く受け付けるから、閉じ絵具でも発

色効果が変わってくるのだ。油性絵具を使えばた

いして問題にならないが、7J<性絵具ではその差が

歴然としてくる。(図4) 

以上のごとく、プレスは水性木版には余り向い

ておらずプレスを使う限り次第に油性絵具を使う

白木礼

ようになる。一方パレンは水性木版に必須の道具

であり、使い方に習熟すれば実に色々な表現を可

能にする。必要な部分を必要な力で刷れるという

ことは非常にありがたいことで、ゴマ刷り、ツブ

シ刷り、水刷りなどの刷り効果を自由に組み合わ

せられるから油性木版に比べると遥かに豊富な表

現が可能になる。ただ画面が少し大きくなると、

多大な労力が要求され、これはパレンの使い方に

習熟しでも閉じことである。

手前味噌になるがボールパレンは、プレスとパ

レンの長所だけを集めた道具と言える。その秘密

は図のようにスチールボールを二つ重ねた点にあ

る。パレンサイズのアクリルの円盤に三百近い孔

を裏側から開け、表側の孔はやや小さめにして中

に入れた球が飛び出さないようにつくってある。

つまり表側の球は内側の球を支点にしてどんな方

向にも良く回転する。上から強い力で押さえつけ

ても球の一つ一つが回転するので自由自在に動か

すことが出来るのである。(図5) 

ところで、ボールパレンの機能を充分に発揮さ

せるためには当て紙の使用が必要である。当て紙

というのは、刷る紙の上にもう一枚載せる紙のこ

とをいう。なぜそうするかと言うと、

1)紙の水分が鉄球に触れることを防ぐ。

2)紙の繊維が、孔と鉄球の隙聞に入り込まな

いようにする。

3)版木の図柄に相応しい制りの圧力をこの当

て紙の厚さで調節する。

などが主要な目的である。

どのよう紙が良いか、これまで色々と試してみ

たが、半透明のビニール製トレーシングペーパー

が最も適している。これは製版過程で必要な下絵

を写すのに使用し、それをそのまま当て紙として

使うのが良い。というのは、版のどの部分をすれ

ば良いのかが正確に分かるからである。(図6) 

パレンの刷り圧力は当て紙が薄い程強く、厚い

程弱くなる。だからと言って薄い程良いという訳

ではない。薄い当て紙はフニャフニャして極めて

扱いにくい。特に画面が大きくなると当て紙を置
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く作業に手間どってアホらしい。こういう場合は

建築模型用の角棒とか丸棒で、枠をっくり、その枠

に障子紙を張る要領で、当て紙を張って使うのが賢

明である。枠の全体に張る必要はなく 、何ケ所か

瞬間接着剤でとめれば目的は果せる。この枠は、

下絵を変えて何度でも利用できる。ついでに言え

ば、上記半透明ビニールトレペに描いた下絵は、

消しゴムで消して他の下絵を描くことが可能で、あ

る。(図7) 

細い線が主体であるような版には、むしろ厚い

( 0.3-0.5 mm )硬質塩ビシートを使うのが望まし

い。というのは、版木の線と線の聞をシートが橋

渡しの役をして、パレンの球が版の凹部に落ちる

ことを防ぎ、パレンの球が直接紙をシゴいて線が

ギザギザに刷れるということも防げる。この場合

は下絵を描いたハトロン紙、美濃紙、または普通

のトレーシングペーパーなどを塩ビシートの上に

貼りつけて使用すると良い。というのは、これら

の紙は適度の摩擦があって、パレンの球が快よく

回転し、直接塩ビシートを擦るより手応えも結果

も良好である。

ボールパレンの球の回転が悪くなってきた時は

極く少量の油を補うと忽ち元に戻る。ただし、こ

の油は、本パレンに使う椿油やへヤトニックは避

けた方が良い。というのは、これらの油は不乾性

油 (固まらない)ではあるが、空気中の竣といっ

しょになって、孔と球の隙間に溜り、長期間には

かえって球の回転を悪くする結果になる。

自動車の潤滑油(クレ556など)を、ワイシャ

ツの生地とかデニムの切れ端やナイロンなど、な

るべく繊維屑の出ない布に泌みこませ、時々パレ

ンをその上に転がすのが良い。この種の油は二、

三十分で蒸発してしまうから却って始末が良いの

である。

以上ボールパレンの特長と原則的な使用法を述

べたが、圧力の強さと小廻りが利く点を利用して、

いくつかの新技法が可能である。

その二、三を下にあげる。

1)ウラ刷り

2)皮版刷り

3)霊刷り

ウラ刷りは、紙の裏を版の上に置いて、版の絵

具が紙の裏側から表面にめみ出して来る効果を狙っ

たものである。これは本パレンでも可能ではある

が(萩原英雄氏、大石辰男氏等、筆者も二十五年

前から五、六回試みている。)本パレンを使うと

当て紙にビニールシートが使えず(本パレンでは

ビニール系の紙はこすれない。)やたらと手聞が

かかり、極めて体力を消耗する。ボールパレンを

使えば、ビニールシー ト越しに効果を確かめなが

ら、たいして力も使わずに刷れる。

皮版刷は、切り抜いた皮を版木に貼って、柔か

い毛の刷毛で絵具を与えて刷る。皮の部分は木の

表面より数倍多くの絵具を吸い込むから、刷った

結果はハッキリとマチエールの差として現われる。

これを本パレンでやろうとすると、竹の皮の表面

が濡れてウマくゆかない。一、二枚は良いとして

も当て紙を絶えず代えるか、パレンを絶えず代え

るかしないとエディション刷りは困難である。

雲制り、とは筆者が仮に名付けた刷りで、 当て

紙に形を貼り付けて刷る技法である。たとえばサ

ンドペーパーを雲形に千切って下絵を描いた当て

紙を下側に留めて、彫った版木あるいは彫らない

版木に絵具を与えて刷る。当て紙に貼った形が他

の部分より強く圧されるので、その部分が濃く刷

れるが、輪郭は極めて唆味にぼんやりした形で刷

れる。これもプレスや本パレンでは手間隙がかか

り過ぎるか、体力が消耗するため実用化されなかっ

たものである。

色々と未だ考えられるだろうが、何と言っても

圧力の強さと刷りのスピードがボールパレンの

身上であろう。
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③本バレンのしくみとその制作工程

ひと口に「パレン」と言っても教材用に小学生

が使う簡単なしくみの物からプロの摺り師が使う

手のこんだ物まで様々なパレンがあります。今回

は、 一般に「本パレン」と呼ばれる専門家が使用

しているパレンについてそのしくみと制作工程を

紹介しようと思います。

パレンは木版画にはなくてはならない重要な用

具で、浮世絵版画が盛んであった江戸中期にその

形を完成したと言われ現在もその形をそのまま受

け継いで使用されています。特に水性絵の具を使

う日本の伝統木版ではロ ーラーや機械プレスを使

う印刷法では充分な刷りの効果が得られません。

微妙な力加減で摺り師の意のままに動くパレンは

摺り師にとって命の次に大切なものとまで言われ

てきました。その構造を大きく分けると、「当て

皮Jr芯Jr包み皮」の三っからなります。
もう少し詳しく述べると、約五十枚の和紙を貼

り重ねて作った浅い皿状の張り子(当て皮)に、

竹の皮を細く裂いた物を何度も撚り合わせて作っ

た紐状の物 (芯)を納め、よく筋をつぶし柔らか

くしたマダケの皮(包み皮〉で包み込み完成しま

す。出来上がったパレンは普通、 一面、 二面、と

言う数え方をします。 (図1参照)

【当て皮】

〔紙〕 当て皮には、薄手で引きの強い純生漉

き和紙を使用しますが、それもよく枯れた和紙の

方が狂いが無くて具合がいいようです。古いパレ

ンをはがしてみると昔の帳面などを利用している

のがわかります。

当て皮を作るには、タイコ形の木型に和紙を一

枚一枚丁寧に貼り込んで行く訳ですが、あらかじ

め和紙に薄めた柿渋を引き、出来た渋紙を木型の

寸法に合わせて、円形に数種類の大きさに切って

用意します。貼り込む枚数は紙の質により若干の

違いはありますが、だいたい、四十枚から五十枚

の間でほど良い厚みに貼り上がるのが良いとされ

ています。

〔糊〕 パレンの当て皮貼りに使用される糊は、

ワラビの根茎から採取した澱粉で作られるワラ ビ

東京芸術大学 清水博文

粉糊が使用されてきました。

パレンは凹凸の版を常に強圧するので当て皮は

ほんのわずかではありますが、たえずたわめられ

ていることになります。もし接着力が弱いと「ア

イハゲ」と言って使っているうちに当て皮の中で

接着した紙がはがれてしまうことになります。ワ

ラビ粉糊は、他の澱粉糊に比べ極めて接着力が強

く、しかも乾いた時の糊の厚みが非常に薄いとい

う特徴を持っており、そのため紙と紙が良く密着

します。もし紙と紙の聞に糊の層が残っていた場

合、そこからアイハゲが起こることも考えられま

す。そういった意味からもワラビ粉糊はパレンに

は適した糊とされてきました。

〔木型〕 当て皮の貼り込みに使用されるタイ

コ形の木型は、その周囲を、貼り込み面と直角で

はなくいくぶん外聞きに作ります。木型の面は正

確に円であることと木型自体が反っていないこと

が大切です。

木型は桐材の木口切りの物が最適とされ、その

利点は、軽くて作業し易く、なんと言っても内に

こもった湿気を吸収発散させる独特の多孔質と吸

質性にあるが、他の材料でも充分代用できます。

文、木型の貼り込み面は水平ではなく、ほんの

わずかに中くぼみに作ります。そうしておくと出

来上がった当て皮が、うまい具合に中高に出来上

がると言う理回です。

fζ孟孟二一-豆、
当て皮

芯(ツナ)

(図1) 
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芯(パレンツナ)

芯作りはパレン作りの中でも最も技術と根気の

いる作業です。芯には普通カシロダケ(通称シラ

カワタケ)の皮が使用されます。マダケの変種で

あるカシロダケにはあの竹皮特有の茶色の斑点が

極めて少なく繊維が非常に丈夫なのです。

用意したカシロダケの皮は根元の方から 15cm 

~ 20cm程残しそこから先は繊維が弱いので捨て

去り残った皮の両端1~ 2cmも同様に捨ててしま

います。そうして残った繊維の丈夫な部分だけを

一週間近く水に浸し、(その間水は毎日とりかえ

る。)柔らかくなった竹皮は甘皮をきれいにこそ

ぎ落し、裂き櫛(針を等間隔に並べた道具)を使っ

て細く均等に裂いていきます。出来た細裂きの皮

は一旦乾かしておき、作業を始める前に濡れた布

巾等に包み湿りを与えて使います。撚りは最初細

裂きの皮四本を結わえ左右二本ずつ両手で別々に

ひねりながら一本に撚り合わせていきます。この

時、常に出来るツナの太さを合わせながら作業を

進めなければなりません。 (裂き櫛で裂いただけ

ではなかなか太さが揃わない。)つなぎ目には特

に注意を要します。そうして出来た最初の基本撚

りを「コナイ(ニコ)Jと言います。一面のパレ
ンを作るのにツナの太さにもよりますが、大体20

m~40m 近くにコナイが必要になります。この

コナイを真ん中から二つに分けコナイどうしを撚

り合わせた物を「四ッコ」と言います。この時注

意する事はコナイを撚る時と今度は捻じる方向が

〔貼り込み〕 貼り込みは数種類の大きさの異

なった円形の和紙(渋を引いたもの)に刷毛で糊

を付け、 一枚ごとに繊維の方向をずらしながら貼っ

ていきます。この時一度に多くの枚数を貼らず、

一日一枚を原則に下に糊が完全に乾ききってから

次を貼ります。又、数種類の大きさの紙を貼り重

ねるのは貼り上がった時に全体に丸みを持たせる

ためです。 (図2参照)

図3に木型径128mm (四寸二分)の貼り込みす

法及び11国序を例としてあげておきました。表中に

全紙とあるのは渋紙を木型のフチまで貼り下ろす

のですが、この時、フチの回りに出来るシワを親

指の爪を使ってすべすべになるまで充分伸ばし密

着させ、さらに木槌で叩いて締めることもありま

す。最後の四枚を貼る前にトクサかヤスリの細か

い物でフチのカーブを丁寧に整えておきます。

そうして貼り上がすた当て皮は最終的に紹の布

を貼り漆で固めた後、一年程寝かして型から抜き

ます。

オヨ型径 128mm 

全紙 cl 58mm) 1 2枚
二切L分 (88mm) 4枚
全紙 cl 58mm) 4枚
三寸四分 cl 03mm) 4枚
全紙 cl 58mm) 4枚
三す八分 cl 15mm) 4枚
半円 cl 26mm) 4枚
円 cl 28mm) 4枚
全紙 cl 58mm) 4枚

紙の寸法と貼り込み順序

和
紙
約
五
十
枚
、
大
き
さ
数
種
類
を
貼
り
込
む

ぷ

f旬以1
(この表は日本愛書会干IJrばれん全jに
紹介されている村田圧提供のものを参考
にした。) (図3)
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逆になることです。そして、四ツコが出来上がっ

た時につなぎ目のひげは切っておきます。この出

来上がった四ッコどうしを撚り合わせた物を「八ッ

コ」と言い普通パレンにはこの八ツコが一番多く

使われます。この八ッコの上には「十二コJr十
六コ」と言うものもあります。この出来上がった

ツナのゴツゴツしたコンペイ糖状のコフeがパレン

の働きの正体なのです。撚るときは指先に力をこ

めるように一こぶーこぶ締め上げながら作業を進

めます。「撚りの作業は根気はもっても指の皮が

もたぬ」と言われ何日も何回もかけて根気良く作

られます。よく「縄をなう機械のような物を作っ

たら...・ H ・..Jと言われますが、20cm弱の竹皮を

度々継ぎ足しながら、しかも竹の皮によって繊維

の太さの違うものを同じ太さにそろえながら撚る

ことを考えると、やはり竹皮の芯は手作業でやる

しか無いようです。(図4参照)

出来上がった芯は撚った回数とその裂き幅によ

る太さの違いで微妙に摺り味の違ったパレンが出

来上がります。通常細くて当たりの弱いものはジ

ズミ パレンと言って主版(細い墨の線)や薄い紙

に摺る時に用いられ、太いゴツゴツしたものはツ

プシや厚い紙を摺る時に用いられます。出来上がっ

たツナは渦巻き状に編みタシナワをつけて芯とし

ます。

十

k 
1 
〈コナイ〉 〈四ッコ〉

新しく木型から抜いた当て皮はツナの太さに合

わせ裁断し、芯を中に納め、良く筋をつぶしたマ

ダケの皮で包みます。使用する時は、フェル トに

植物性の油を少量垂らしパレンにこすり付けなが

ら摺ります。また当て皮は時々包み皮の中で回し

ながら使用します。もし中のイボイボが皮を破っ

て出てきた時は面倒がらずにすぐに包みかえます。

(図5参照)

〔結び〕 もともと道具好きの自分はこのパレ

ンと言う手作りの道具に魅せられ作り初めてから

七年がたちました。パレンは一面完成するのに何

か月もかかる地道な作業なので、一つのことを考

えてからその結果がでるのにとても時聞がかかり、

一面つくるごとに疑問が沸いてきて、ノぜレンに対

する興味は尽きません。水性木版があるかぎりパ

レンもまた作り続けられていくことと思います。

糊にしろ道具にしろ基本的なポイントを抑えてい

れば、それぞれに工夫があっても良いと思います。

今回本パレンについて書かせていただきました。

拙文ではありませんが、本パレンについて興味を

もたれたかたの少しでも参考になれぽ幸いと思い

ます。

参考文献)室井緯著「竹」日本愛書会刊「ばれん

全」

v¥.:/コ)

(図4)八ッコの上には十二コ、十六コというのもある。
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カシロ ダケ

(シラカワダケ)
マダケ

図5

コナイ撚り 出来上った八ッコ
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④リトグラフ(石版画)をバレンで

私が版画を作りだしたのはリトグラフで、初め

からプレス機を使い、そのプレス機をどの様に使

いこなすかが最大のテーマでした。その後銅版画

にも手を染めますが版画はプレス機を通して表現

されるものであるという事から出られなかった様

に思います。

側に木版画をパレンを使って刷っている人達が

いましたが、その木版もどの様にしたらプレス機

にかけられるかを考えて、パレンは使ってみよう

とも思いませんでした。

25年も前の事ですが、小野忠重先生から北)11

民治氏がメキシコで制作したという大判の木口木

版の制りを頼まれました時、先生からのパレンで

の制り方を上の空で聞き流してリトグラフのプレ

ス機で削ってしまった事を思い出します。

10年前、 ヨーロ ッパに 1年間の留学の折、工

房や美術学校で版画のプレス機に接してその重量

感のある鉄の魂の様な物に圧倒され、何十トンも

ある平版プレス機で40センチ四方ばかりの版を

刷っているのを見て、あらためて何グラムにも充

たない日本ノパレンを思いました。

近代とは、注文生産から見込生産に移り変わり

の事だと云われ、美術界もその様に移行するので

すが、欧米での版画の分野は、この重いプレス機

がネックになって自分の意志だけでは版画を制作

する事がきわめて困難な状態にとどまっていた様

に思いました。

一方、日本では明治期に欧米より入ってきた印

刷術が、それまでの手工業的なパレンによる刷り

物を一掃してしまい、辛うじて浮世絵の世界にそ

の方法が残り、その後の創作版画運動につながっ

て行きます。この創作版画の自画自刻自刷りのス

ローガンの内、 、自刷り"の所が欧米と違って日

本ではスムーズにでき、ここに表現のウエイトが

あるという特色があり、表現の完結する所を自己

の管理下に置けるという強みがあります。

個人がそれぞれに制りの手段を持てたことが、

その後の版画運動の広がりの大きな力になり、ひ

いては義務教育の美術に版画が取り入れられる様

になったと考えれば、私が専門としているリトグ

ラフの発展に関してもさけて通ってきたこのパレ

多摩美術大学 小作青史

ンについても検討しなければならないと考える様

になりました。

リトグラフをより多くの人達にやってもらうた

めに①石版 ・ジンク版からアルミ版への変更 ② 

製版の安定性のためのニスの導入とソリッドマー

カーの使用 ③リ トプレス機だけでなく銅版用・

木版用プレス機でも可能等のPRを進めてきま

したが、もう一歩前に進めて、木版画並の広がり

を持つためにも刷りの手段を個人が持てる様にす

る事を考えました。そこでリトグラフをパレンの

様なもので刷ってみる試みを行いました。

リトグラフを手刷りで、と既製のパレンで刷っ

てみましたが、もうひとつ力が入らず、探がして

行きついた先が楊枝子という事になりました。直

径5センチ程の手のひらで包みこめるくらいの大

きさのプラスチックの容器に入った楊子を用意し、

そのフタを底にはめ込み、楊子の突がった先を上

向きに入れ直し、そこから 5-6本を抜き取り少

しヵーサっかせて、手から伝わる力が分散して版に

行く様にします。

一方、インクを盛った版の上に刷る紙をのせて、

その上に版より大きめの薄い透明フィルムをのせ、

滑りを良くするために油をひきます。このフィル

ムが市販されたために今までのパレンの様に竹の

川で包むということがいらなくなりました。フィ

ルムをのせて刷り出すとフィルムに静電気が起こり

版が密着するので、ズレてくる様な事もありません。

プレス機で刷り上げる様に一気に行かないかわりに、

例えばベタ版を作って、最初に黄色で楊子パレンを

縦方向にだけ動かして刷りとり、次に赤色で横方向

に動かし刷り重ねると、黄色と赤色とが交差した色

面が表れます。この様にリトグラフのプレス機刷り

ではできなかった表現が可能で、あり、短所を長所に

してしまうという考え方も必要だと思います。

パレンをプレス機と同様の刷る道具とのみ考える

のではなく間接的な筆と思えば理解しやすいのでは

ないでしょうか。キレイに刷る事だけではなく、こ

れを使って表現するのだという積極性を身につけて

いくと、今までになかったりトグラフの世界が開け

てくるのではないかと思います。

必
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ました。また、生徒が教師を敬う姿勢には感心さ

せられました。学内ですれ違うたびに学生の方か

ら手を合わせ挨拶をかわし合い、良好な師弟関係

を目にすることができました。学科の授業内容や

作品の質、期限など厳しいものの、日本のように

管理された雰囲気でなく、自主制作などは、暑い

国ということもあり昼間制作している学生は少な

く、涼しくなる夕方から朝にかけての方が人も多

く、活気があると聞きました。美術学部はタイ画、

洋画、彫刻、版画 (Graphic Arts)に分れ、定

員きー学年 50~ 60名などで、一年での基礎課程

を経て専門課程へ進みます。

〈版画科の歴史と組織〉

版画科は学生に人気があり、毎年10名から 15

名ほどの学生が希望するそうです。版画科には、

シルクスクリーン、木版、エッチング、リトグラ

フのコースがあります。この大学での版画教育の

歴史は古く、 1953年に当時、彫刻科教授であっ

たCAROOD氏により木版の指導が始められてい

ます。これに、イタリア留学を終えて帰国した

PRAYAT氏が加わり、 1966年に独立した版画科

となりました。1978年に、現在の版画科科長で

あるKANYA先生がアメリカ・シカゴ大学大学院

留学を終えて着任しシルクスクリーン、リトグラ

フ、エッチングの新しい技法を指導して、飛躍的

に内容を充実させました。この頃から、国際コン

クールでタイの版画家の実力が認められ始め、今

に至っています。現在の版画指導スタッフはMrs.

KANYA， Mr. PRAYAT， Mrs. RAKSAMII， 

Mr. PHUSAMUK， Mr. THAVORN， Mr. 

TUWAN， Mr. YANAWIT氏の7名に助手を加

えたメンバーで、ほとんどの方が海外での留学経

験をもっています。うちYANAWIT氏は、愛知

県立芸術大学大学院で修士課程を修了されました。

在学中には、大学版画展に出品した作品が二回買

い上げ作品になった経歴があります。彼を先頭に

タイから日本への美術関係の留学者は増え、文部

省を通しての留学生だけでも 5人以上、私費留学

を加えると、その数はたいへん多いものと思いま

す。

〈版画教室〉

アトリエはリトグラフ、シルクスクリーン、木

版が各一教室、エッチング教室が二教室、それに

大学院生の教室を加え六教室があり、人数の割に

ゆとりがありました。特に大学院生の教室は広く、

各自のコーナーで、のびのびと制作していました。

大学院教室
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でした。近年、機械を使った印刷やYANAWIT

氏の指導のもと、パレンを使った日本の水彩木版

もカリキュラムに加えられました。版木の材質改

良、他の材料や素材の効果的応用により、版表現

の可能性は大いにあるといえます。

=エッチング=

エッチングは、学生に人気があり二教室ありま

す。大きいプレス機が二台、小さいプレス機一台

いずれもアメリカ製とそのコピーでした。

エッチングプレス機

エングレービングの技法による作品は見かけませ

んでしたが、その他の技法は、日本で行なわれて

いるものとあまりかわりませんでした。さらに、

タイ独自の技法もあり、技法はよく研究されてい

て、複合技法表現が主流でした。版材はジンクが

主で、作品の大型化はここでも見られ、 平均1m

近いサイズが作られていました。

エッチング教室、学生の制作のようす

作品の内容は、日常に主題を取ったものから、構

築的なものまで幅広くありました。そこには、民

族性の高い理念が内包された力強い作品が多く、

日本の版画とは趣きを異にしています。

〈外に対しての版画教育〉

近年、版画に対する興味は高まり、版画教育を

実施したいと考える教育機関は、高校、中学へと

広がりを見せています。シルパコーン大学では、

この要望に答え、年に一回、中学、高校、短大、

教育系大学の教員を対象として集中講義を行って

います。昨年は、ソフトグランドを使用したエ ッ

チング、今年は、木版の集中講義を実施しました。

参加者は、毎回70名から 100名ほどあり、 二週

間の日程で行われています。ほとんどの人が、こ

れまでに版画制作の経験はなく、最初とまどった

りしていますが、日程の中ばを過ぎたころには手

順よく制作に没頭する姿が見られ、出来上がった

作品の中には高度な作品もありました。最終日に

大学のギャラリーに作品を展示し、修了証が参加

者全員に渡されます。このような講義が根気よ く

継続されていけば、初等教育の段階から版画教育

が体系的に出来上がり、版画に対する興味のすそ

野を広げ、 実借f乍者を多く生むことになると思います。
〈作品発表の場と展覧会事情〉

現在、バンコク市内で作品を発表する場所とそ

の機会は、日本に比べ多いとはいえませんが、バ

ンコクの再開発が進むにつれ、 急速に充実されつ

つあります。公的発表の場として、ナショナル・

キャラリーがあります。ここは内造幣局を改装し

て、ホールも備えたアンティークな建物です。シ

ルパコーン大学からも近く、立地条件が良いので

利用希望者が多いようです。希望者は、各自のプ

ロフィールと作品写真を審査委員会に提出し、そ

の結果で使用可能かが決定されます。権威あるギャ

ラリーであり、 二年先までの予定が決まっている

状況です。シルパコーン大学にも、 美術館とギャ

ラリーがあります。美術館は、イベントや大きな

展覧会場として利用されています。タイで一番権

威ある、国民展などが催されます。ギャラリー

は教育的展示場として利用されていて、先生

の個展や生徒作品展示、実験的展示などがなされ
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-海外研修報告

「一年間のアメリカ生活」

私が研修先にペンシルパニア大学を選んだのは、

同大学教授、中里斉氏との出会いによるものであ

る。他にニューヨークのシムク版画工房と 2ケ所

を研修先にした。

フィラデルフィアはニューヨークから南へ車で2

時間程の落着いた都市である。ニューヨークに近

い事もあって、美術館巡りや画廊廻りにも便利で

あった。この町にもマルセル・デュシャンで有名

なフィラデルフィア美術館やパーンズファンデー

ションの様な立派な所もある。画廊も比較的、多

いし、東部の文化都市と云った感がある。

ペンシルパニア大学はアイピーリーグの私立大

学で文化庁からの研修先として多く、最初に彦坂

尚嘉氏、浜西勝則氏、木村秀樹氏の次が私である。

浜西氏からは「プールがあるので通うといいで

すよ」と云われていたし、しかし、木村氏からは

「あまり仕事は出来ませんよ」と聞いていたので、

施設としては、新兵器みたいなものがあって、そ

れによって、開眼する様な事はないと思っていた。

しかし私は設備がなくても、大いに制作をするつ

もりでいた。

ペンシルパニア大についての報告はすでに、浜

西氏により、会報18号に詳細に記されているの

で、私は少し別の面から、 一年間のアメリカ生活

を述べ様とする。

私は元来、 車好きでまっ先に車を手に入れる事

に熱中した。中里氏からの紹介でニッサン車を買っ

た。中里氏にはこの後も大変世話になった。この

車のおかげで旅行も、ニューヨーク行きも気軽に

行ける事が出来た。保険やら車検やらとで、 一年

間、色々とトラブルの原因になってしまった。

ペンシルベニア大で、の仕事は中々、道具やら材料

が集まらず最初はしばらく制作が出来なかった。質

のいいスキージーもなく、スクリーンやインクもす

ぐには手に入らなかった。 当の大学院生も版画専攻

者は少なく、 5、6名しかいなく、皆、タプローを

先にしてやり、イメージを模索していた。シルクス

クリーンには2名の学生が制作していたが、製版も

しないで直接スクリーンにインクをたらし、ごし

ごしとスキージーろしきもので古l暴にしごきモノタ

イプの作品を作っていた。私はあっけにとられ、な

鎌谷伸一

版画工房のある大学院ピル

石版画工房

ぜ複数が取れる。いわゆる一般のシルクの技法をや

らないのか?と云おうとしたが、彼らのパワーと強

い意吉、があるらしく、受けつけなかったし、別にあ

れこれ云っても「やぼ」だと思い、黙っていた。

彼等は大学院の2年生で2人共、助手として大

学から学費を支給されていた。私の来た年は丁度、

版画工房の30周年にあたり、その記念展を開催

するにあたって、中里氏を中心にその準備を引云っ

ていた。展覧会は工房の向いにある立派な図書館

の中にあるアーサーロスギャラリーでその年の

11月から聞かれる予定であった。

この年はペンシJレパニア大創設、 250周年、な

らびに大学院創立100周年と時、同じくかち合っ

ていた。卒業生の作品収集やカタログ作りで忙が

しく、版画工房の歴史を振り返る作業をしていた。

私も参加する事になり作品を出品した。その展覧

会はペンシルパニア大での版画の成り立ちざまを

かい間見せ、アメリカに於ける版画の成り立ちと

も関連し、とても興味ある作業であった。

ここでカタ ログの序文に中里氏が書いているの
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画の場合も間接製版法でやっていた。つまりフィ

ルムだけを製版し、後でスクリーンに接着させる

方法である。又、日本の大学でも在学中は立派な

製版機なと‘が揃っているが一旦、学校を出ると仲々

制作が出来ないのが現状である。設備に頼らない

工夫をするのが大事だと思う。

でもツーシェは日本で販売されてないので(其

会社は販売しているが使いにくい)ニューヨーク

にいる友人から送ってもらったりする。帰国の時

も頼まれて、たくさん買って来たが、画材屈が輪

入でもすりばいいと思う。

ペンシルパニア大での制作はまず、スクリーン

を枠に強く張るというデモンストレーションをやっ

た。今まで学生は木枠に手で引っ張って、ガンタッ

カーで付けていく方法だったので、張りが弱 く、

使いものにならないと思ったが、それでも頑固に

使っていた。私が接着剤とアイロンで張り器(ヒ ッ

パラー)を使って強く張る方法を教えたが、張り

が強すぎると、わけのわからない事を云っていた。

学生は1人づっ玄関と教室の鍵を持っており、

戸を閉めると自動的にロックされる様になってい

る。アトリエや工房は休日だろうが深夜だろうが

自由に使える様になっていて、暖房などもつけっ

ぱなしで、アメリカ人は省エネルギーなどの事と

は無縁な様であった。でも大学院なので学生自身

の責任をもって自由とする精神が生きていた。

おかげで私も長い夏休みでも工房が使え、制作

する時聞は限りなくあった。版画だけでなく、タ

プローも手を付けていたので、 2階のアトリエも

貸してもらった。

ペルシルパニア大学

学友チャド

後半になり、フィラデルフィアの版画の公共的

な無利益機関であり、画廊になっている、プリン

トクラブでの個展も決っていたので、発表の機会

を得、目標を持って仕事が出来た。

発表の機会はGSFA、大学院のアニュアル、プ

リントショーも聞かれた。道路の向かいの建物に

メイソンホールギャラリーがあり、 学内の発表を

企画している。きれいな画廊スペースで日本の大

学にもこう云うのがあればいいのになあと思った。

他に工房内でも学生1人1人の個展が順次聞かれ、

必ずオープニングパーティをする。おかげでパー

ティがひんぱんに行なわれ交流の場になっていた。

ノfーティと云えば、米国人はパーティ好きで、

中里氏の友人など'のパーティに行く機会が多かっ

た。しかし残念ながら、細かい会話は語学力の不

足のせいで出来ず、日本の宴会を思い出し、なつ

かしく思った。おまけにタバコを吸う人が少なく

裏庭に出て吸っていたが、吸いガラをすてるにも

庭がきれいにしてあるので、捨てられず、ポケ ッ

トにしまい込むありさまであった。

制作ばかりしていても飽きるので、 家族と一緒

によく、車で旅行に行った。南はフロリダやキー

ウエスト、私はカントリーソングが好きなので南

部のナッシュビルにも出掛けた。初夏には北のメ

イン州やニュハンプシャーにも足を伸ばしfこ。ニュー

ヨークにはよく出掛けた。それと休日にはニュー

ジャジーのケープメイトと云う海岸に遊びに行っ

た。今から思えばよく無事故で過ごせたことを有
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-版画教育の現況

「大学版画集に寄せて」

虫の音が遠ざかりつつある長久手、平成3年9

月24日暑さが和らぎ始めた愛知芸大資料館に於

いて、大学版画集8年間の集大成でもある大学版

画集展が始まりました。コンクリ ートに固まれ、

少し冷んやりとした室内に、作品をテーブルの上

に並べ、アクリル板をのせであります。そのテー

ブルの列は、部屋の中心に向かつて、角ばったト

グロを描くように配列されています。作品は上か

ら覗き込む形になり、中心に向かうにつれて年代

も進んで行きます。私は、 8年間この版画集に参

加し、携わっています。 一つ一つ確かめながら進

むにつれ、その年々の様々な版画室の様子、学生

の熱気なと、が、自分の記憶と作品を重ね合わせる

ように回想されて行きます。

大学院版画集は、大学院の版画集中授業の期間

中に、その年々の版画研究室のスタッフや学生の

熱意によって、自由な雰囲気の中で創作されてき

たものです。 1983年に、助手の設楽知昭氏の発

案により、若き教官たち主導で出発しました。学

生を、版、サイズEDITIONなど限定された設定

に追い込んでみたいという思いがあり、そのとき

どきのそれぞれの制作を、そのまま縄で縛るよう

な、荒削りなものでよしと考えました。大学院版

画集中授業は、大学院一年生を対象に、 6月下旬

-7月初旬、 10月初旬-11月初旬の約一月半の

聞に、外部から講師をお招きして、講話や材料、

技法などの授業をおり混ぜ、それぞれが版を使っ

て作品を作る自主参加授業週間です。その間学生

は、油絵(個々の表現活動)を描きながら版画を

作ります。アトリエと版画研究室を行ったり来た

りする状態が続きます。その最後の締めくくりと

して、版画集は存在するわけです。

版画集は、まったくの手作りで、参加者が多い

と、限定部数も増えます。それは、参加者それぞ

れが保有する部数が必要だからです。(参加者数

と保存、寄贈分を合わせた数がほぼその年の限定

部数になります、そういった中で、何枚も安定し

て刷り上げる工夫、共同で刷りを行う場合には、

他人の原版に触れて理解し削る機会も得ます。そ

して、一人一人がその年の版画集を保有し、その

限定数だけ他の人たちによって保有されるわれです。
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愛知県立芸術大学 倉地久

1987年、先生方の理解と協力によって、版画

研究室は通年開講となり、常時版画室で制作でき

るようになりました。名称も大学院版画集から大

学版画集と変更し、徐々に授業という枠を越え、

学生が自主的に企画、制作するようになりました。

それを版画研究室がサポートする形をとっていま

す。参加者も学部2年~研究生、先生、 OBと人

数も年々増え、技術、装丁、機能、保存、コスト

など、その年々の特色を持った形に仕上がってい

ます。

版画集は、8年間の愛知芸大版画研究室の変遷

を、そのまま物語っていると言っても過言ではな

いでしょう。しかし、様々な問題点も含んでいま

す。大学院生が、集中授業中、版画集制作に重点

を起き過ぎたり、常時利用者とず随時利用者の版

画集に対する意識の相違など様々です。個々の志

と、それらをどう綴じることができたか、我々自

身反省する時期に来ているのかもしれません。

今91年度大学版画集が始まろうとしています。

歩き始めた版画研究室、我々の心に、版画集とい

うささやかな答えとなって残って行くことを、願

わずにはいられません。様々な、それぞれの思い

を胸に、9月30日大学版画集展は静かにその幕

を、降ろしました。

寄稿に際し、ご協力をいただいた諸先生方に感

謝いたします。

愛知芸大版画研究室沿革

昭和41年本学開学

昭和43年学部・版画授業始まる。

昭和47年 この年より教官と学生の熱意により

通年開講始まる。

昭和52年 この年より昭和61年まで、版画授業

を短縮

昭和53年本学と他大学の版画教育の現状を県

に報告。版画センタ ー始まる。

昭和62年非常勤講師による通年開講始まる。









四年次 ペーパーワーク作品 (京都精撃大)

四年次 ペーパーワ ーク作品 (京都精華大)
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監 査斉藤寿一 (和光大学)

宮下登喜雄 (東京学芸大学)

事務局 〒305茨城県つくば市天王台1-1 -1 

筑波大学芸術学系白木研究室

事務局長 白木俊之 (筑波大学)

庶務会計黒木重雄 (筑波大学)

2.入退会、新参加校

新入会員倉地 久 (愛知県立芸術大学)

清水 博文 (東京芸術大学)

近藤 克 (岩手大学)

上野 遵 (創形美術大学)

黒木重雄 (筑波大学)

退会員久保卓治

西村正幸 (名古屋芸大)

笹本 純 (筑波大学)

新参加校 桐生短期大学

報告事項(運営委員会報告)

1.平成元、 2年度の決算報告があった。

2 .平成 3年度事業計画について下記のように

報告があった。

0第 16回大学版画展について

a.日程等

会期平成3/12/7(土) -23 (土)

会 場 町田市立国際版画美術館

搬入 11/30(土). 12/1 (日)

展示 12/5(木).6 (金)

撤去・搬出 12/25 (水)

授賞式・パーティー 12/7 (土)

公開講座 12/8 (日)

b.展示点数について

大学、学校の種別による出品点数は昨年通り。

学制の変更について調査する。

C.国際交流展について

本年度はタイのシルパコーン大学、出品要請文

を事務局より送り、以後の実務は多摩美術大学

が担当。

d.公開講座について

「版画の『刷』の技術について」と言う内容で

数名の講師候補があがり、事務局が交渉すること

となった。

e.役割分担について

例年のようにいくつかの展覧会に係わる役割を

各校分担することとなった。会長より、事務局は

美術館より遠隔の地にあるので本年度は特に担当

校はその責務をはたすよう要請があった。

f.その他、展示の順序、審査のありかたにつ

いて提案があり、運営委員会の検討事項となった。

O会報について

編集委員長有地好登 (日本大学)

編集委員 安藤真司 (東京芸術大学)

鹿取 武司 (文化女子大学)

黒木重雄 (筑波大学)

小山 愛人 (武蔵野美術大学)

設楽 知明 (愛知県立芸術大学)

武藤 篤彦 (京都精華大学)

3.平成 3年度の予算の報告があった。

総会後筑波大学に於いて
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砂編集後記

本年度より事務局が移動したのに伴い本誌編集

委員も様相あらたにし、関西と中部地方より各1

名ず、つ参加して戴き新スタッフにて出発しました。

基本的方針は従来と変りませんが、今号に於い

ては、特に「刷り用具の研究」として“パレン"

にスポットを当て用具の制作と効果等を考察して

みました。また、石井先生より「フォトグラビュー

ル技法」、金沢先生より「メゾチント原版制作台」

等の研究成果を投稿して下さりより内容のある会

誌にすることが出来ました。

年々、投稿して下さる会員も多くなり会誌も充

実してきましたが、これからもより多くの方々に

寄稿して戴たくお願い申し上げます。

(有地記)
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